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一、随筆以前
　
寺田寅彦（
1878
〜
1935 ）は、実験物理学、地球物理学の研究
者として、 『寺田寅彦全集科学篇』 （全
6巻）に収録された
２００
篇以上の欧文論文（他に邦文論文あり）など多くの研究論文を残したが、同時に『寺田寅彦全集 学篇』 （全
17冊）に収められた
数多くの文章を執筆した。それらのうち、初期に雑誌『ホトトギス』に掲載された写生文、創作を除くおよそ
２４０
篇が全集に
おいて「随筆」に分類されている　
大正九年（
1920 ）以降、その多くが「吉村冬彦」の筆名で執
筆されたこれらの「随筆」には、後 万華鏡』 （
1929 ）や『物
質と言葉』 （
1933 ）に収録されたいわゆる「科学随筆」もあるが、
『中央公論』などの雑誌に掲載するために書かれたそれ以外の多くの文章が含まれる。
　
本稿は回想記や身辺雑記を含むこれらの「随筆」が、筆者寺田
寅彦にとって、全体としてどのような意味をもつ文学表現であったのかという問いに答えようとする一つの試みである。　
寺田寅彦の文学活動は、明治二九年（
1896
年）に熊本の第五
高等学校に入学して、英語を担当していた夏目漱石（金之助）に出会った時から始まる。漱石の自宅を訪問して「俳句とはどのようなものか」と質問したことをきっかけに、親 く俳句の指導を受けるようになり、精力的に作句し、それらのうちから漱石が『ホトトギス』に送付して掲載されたのが、寅彦の文学活動の始まりである。　
その後、
1899
年に東京帝国大学に進学するために上京すると、
正岡子規を尋ね、以後『ホトトギス』 写生文、小説を寄稿するようになる。 『ホトトギス』を中心とした文学活動は、その後、
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大学を卒業して、大学院を経て、物理学科の講師の時代にも続くが、助教授となっ
1908
年から
1911
年のドイツ留学から帰国
後は、そうした物理学以外の執筆活動が難しくなる。この時期、寅彦の活動は後に学士院恩賜賞が与えられる「Ｘ線回折による結晶構造の研究」を始めとする多方面 物理学研究に集中されており、執筆活動も 『理学界』などの科 啓蒙雑誌 掲載 た「方則について」 （
1915 ）などの科学関係の文章に限られている。
　
こうした状況に変化をもたらしたのが、大正五年（
1916 ）の夏
目漱石の死去に始まる寅彦周辺の状況の悪化であった。漱石の死去の際には、寅彦自身が、漱石と同じ胃潰瘍を患 おり、立ち会えていない。そしてその翌年（
1917 ）には、寅彦の二番目の
妻、寛子（ゆたこ）が病を得て死去してしまう。それ ほぼ同じ頃に、寅彦は、曙町（現在の文京区本駒込）に家を新築 ている。　
これに先だって、寅彦の生き方に根本的な変化をもたらしたの
は、おそらく、大正二年（
1912 ）八月に父、利正が死去したこと
であった。利正は 七十七歳の高齢であったが、壮健で、その前年、明治四五年には、上京して、寅彦、寛子夫婦と子供たちの家庭を訪れている。その際に 三五〇円もする高額 ピアノを一家にプレゼントしている 郷里では旧主山之内家の家政顧問 勤め
る、寺田一族を率いる族長であった。寅彦が
1912
年から
2年半
に及ぶドイツ留学 命じられた時にも、官費二千円の支給を受けながら、利正は、私費四千円を寅彦に持たせている。　
寅彦の最初の結婚である夏子との結婚、夏子の発病後の、強制
的な別居に、端的に示されているように、父利正は の生き方を基本的にコントロールしてきた。利正が寅彦に望んだことは、寅彦が選択した物理学者という生き方において、一般の世間に認められることであった。　
そのような父利正の要望に、寅彦は忠実に応えてきた。一九〇
八年の博士号取得、一九一六年の学士院恩賜賞の受賞は、利正の没後であるが父の遺志を満足させるものだったろう。 『ホトトギス』などへの文章掲載への大学内での異議 対応して 雑誌等への執筆も、一九一八年までは、啓蒙雑誌への科 論の掲載に限っている。　
寅彦の生き方に大きな変化が顕れるのは、やはり、大正八年末
の胃潰瘍によ 大吐血であった。十二月五日に研究室で倒れ、東大病院に入院、十二月二八日退院した。翌大正九年の元旦、寅彦は、久しぶりの自筆日記に次のように記している。
　
今年はもうかまわず年来の不平をドシ〳〵爆発させてやろ
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う。失敬な奴等を片はしから
　
退治するのだぞ
1
注
。
　
寅彦は、大学の職を辞職することを母親に相談し、物理学研究
室に申し出ている。この辞表は、恩師田丸卓郎らの働きかけによって、受理されず、期間を定めずに、自宅療養が許可されるという結果を得た。　
寅彦が、自覚的に「随筆」の執筆という目標に向かって歩みを
進み始めるのも、この時点からである。
二、大正九年の活動
　
寅彦が、このような決心のもとに、専心、取り組むのは、英
語でいう「
essay 」と言える文学分野の創出であったと思われる。
大正九年始めから、寅彦が発表した作品は 間順にならべれば、次のようになる。　「病院の夜明けの物音」 （ 『渋柿』大正九年三月号）　「病室の花」 （ 『アララギ』大正九年五月号）　「丸善と三越」 （ 『中央公論』大正九年六月号）　「旅日記から（一）シャンハイ」 （ 『渋柿』大正九年六月号）　「旅日記から（二）ホンコ と九竜」 （ 『渋柿』大正九年七月号）
　「旅日記から（三）シンガポール」 （ 『渋柿』大正九年八月号）　「旅日記から（四）ペナンとコロンボ」 （ 『渋柿』大正九年九月号）　「自画像」 （ 『中央公論』大正九年九月号）「旅日記から（五）アラビア海から紅海へ」 （ 『渋柿』大正九年十月号）
　「旅日記から（六）紅海 運河へ」 （ 『渋柿』大正九年十一月号）　「小さな出来事」 （ 『中央公論』大正九年十一月号）　「鸚鵡のイズム」 （ 『改造』大正九年十一月号）　「帝展を見ざるの記 中央美術』大正九年十一月号）「旅日記から（七）ポートセドからイタリアへ」 （ 『渋柿』大正九年十二月号）
　
しかもこれらの作品は、すべて友人の小宮豊隆に予め送付さ
れ、その校閲を受けた上で、発表されている。十二篇のうち七篇を占める「旅日記から」は、一九〇九年のドイツ留学に向か 行程を追って書かれている。この間の日記は詳細に記されているで、対照して読むと、 の記述をもとにまとめているのが分かるが、 「旅日記から」では、自らの経験を客観化してとらえ返してい ことが見える。　
いわゆる「随筆」 、英語で言う「
essay 」にあたる作品の執筆を
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目指したのは、 『ホトトギス』に執筆した作品が、後半には、登場人物の架空 名前が記されるなど、小説の形式を取るようになっていたことから離れたいという気持ちと、この時期、 『中央公論』など、 「随筆」作品を多く掲載する雑誌が複数創刊されたことがあるだろう。寅彦としては、英語で言う「
essay 」がどの
ような作品を言うのかについて強い関心があったのだろう。大正九年はじめから、エマソン（
R
alph W
aldo E
m
erson , 1803-1882 ）
の
 E
ssays 
および、チェスタトン（
G
ilbert K
eith C
hesterton, 
1874-1936 ）の
 A
ll T
hings C
onsidered を注文して読んでいる。
これらは、英語で「
essay 」という場合、どうしても参照しなけ
ればならない作品だろう。 『日記 では 寅彦は、同時に 蜜蜂の生活』 どメーテルリンクの作品も熱心に読み込んでいる。上のリストの中の「小さな出来事」は、いくつか 随筆を集めたものだが、その中に「蜂」という比較的長い作品があり の関心が、人間以外 生命 あり方に向いていたように思われる　
その他、大正九年の『日記』を通覧すると、ジェイムズの
 
T
he W
ill to B
elieve 、ニーチェの
 『ツァラトゥストラはこう語っ
た』 、ツルゲーネフ 『処女地 、トルストイの『アンナカレーニナ』 （いずれも英訳） 、ロマン・ロラン『ジャン・クリストフ』 （日本語訳）などを通読している。まさに乱読と言える意気込みで、
広い範囲の読書に向かっている姿勢が見て取れる。　
そのような意気込みで執筆に取りかかった作品が、 『渋柿』に
連載した「旅日記から」を除けば、 「病院の夜明けの物音」 「病室の花」 「丸善と三越」 「自画像」 小さな出来事」 「鸚鵡のイズム」「帝展を見ざるの記」の七篇の作品ということになる。　
そのようにして開始された寅彦の習作段階での随筆執筆は、は
じめは、時間的および空間的隣接関係を追う作品であった。
 「病
院の夜明けの物音」と「病室の花」の二つの作品は、大正八年入院時 出来事を を追って描いており、 『中央公論』六月号に掲載した「丸善と三越」では、空間的な隣接を追って、文章が構成されている。同じく九月号に掲 自画像」では、油絵による自らの自画像の習作の模様を追っている。同年六月から連載を始めた「旅日記から」もまた、明治四二年のドイツへの留学に向かう旅行記を、 「シャンハイ」から始めて寄港地をたどる順序で記している。さらに最後の「帝展をみざるの記」もまた、過去の見聞をもとに想像 れた、そ 年の 覧会の会場の隣接を追う構成になっている。　
従って、そのような時間的、あるいは空間的隣接によらない作
品は『中央公論』十一月号に掲載した「小さな出来事」と 『改造』の十一月号に執筆した「鸚鵡のイズム」 二作品ということ
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になる。 「小さな出来事」は、寅彦が「吉村冬彦」というその後ほぼすべての随筆に用いる筆名を最初に用いた作品で、 「蜂」 「乞食」 「蓑虫」 「新星」 「幼い
ennui 」の五篇からなる連作作品である。
その中の「蜂」について文体の分析を別稿で論じたことがあるが、構成はやはり出来事の時間的順序 追っている
2
注
。また「鸚鵡
のイズム」は、この時期、寅彦が関心をもって持続的に読み込んでいた、ピエール・ヴィレの『盲人の世界』 （
P
ierre V
illey, L
es 
m
ondes des aveugles ）に出ていた「
psittarism
e 」 （鸚鵡返し）と
いう用語についての考察である。この二作品には、時間的空間的隣接でない文章への希求が寅彦にあったことが感じられるように思う。
三、 「春寒」における共感覚
　
寅彦がそうした空間的、あるいは時間的な隣接関係によらない
作品として初めて執筆した随筆作品が、大正十年の一月に『渋柿』に掲載 た「春寒」である。この作品は雑誌の編者の松根東洋城から、連 中の 旅日記から」ではない作品の執筆を求められて執筆した であり、自宅療養中の前年の早春の時期 出来事として、布団 入ってやすみながら、北欧の伝説を集めた「E
verym
anʼs library 」の一冊である「
H
eim
skringla 」を読む自
らの姿を描いている。　
そこに描かれている物語は、十世紀にノルウェーを最初に統一
してキリスト教世界とした伝説の王、オラフ・トリグヴェソンが連戦連勝を続けた後、エリック伯と 戦いで落命する最後の船いくさの描写である。寅彦が引用 て示すのは、王の射手であるエーナールの弓に敵射手の矢が命中 て両断する場面である。次のように引用されている。
王の御座舟「長蛇」のまわりには敵の小舟が蝗のごとく群がって投げ槍や矢が飛びたがい、青い刃がひらめいた。王 射手エーナール・タンヴァルスケルヴェは、エリック伯をねらって矢を送ると、伯 頭上をかすめて蛇柄にぐさと立つ。 はかたわらのフィンを呼んで、 「あの帆柱のそばの背の高いやつを射よ」と命ずる。フィンの射た矢はまさに放たんとする ーナールの弓のただ中にあたって、弓は両断する。オラーフが 「すさまじい音をして折れ落ちたのは何か」と聞くと、エーナールが「王様、あなたの手からノルウェーが」と答え
3
注
。
　
この部分の二行目からの原文は次のようである。
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E
inar T
am
barskelver, one of the sharpest of bow
shooters, 
stood by the m
ast, and shot w
ith his bow
. E
inar shot an ar-
row
 at E
arl E
irik, w
hich hit the tiller end just above the earlʼs 
head so hard that it entered the w
ood up to the arrow
-shaft. 
T
he earl looked that w
ay, and asked if they knew
 w
ho had 
shot; and at the sam
e m
om
ent another arrow
 flew
 betw
een 
his hand and his side, and into the stuffi
ng of the chiefʼs stool, 
so that the barb stood far out on the other side. T
hen said 
the earl to a m
an called F
in, but som
e say he w
as of F
in 
（
L
aplander ） race, and w
as a superior archer, “Shoot that tall 
m
an by the m
ast. ”
F
in shot; and the arrow
 hit the m
iddle of 
E
inarʼs bow
 just at the m
om
ent that E
inar w
as draw
ing it, 
and the bow
 w
as split in tw
o parts.
“W
h
at is th
at, ”
 cried
 K
in
g
 O
laf, “th
at b
rok
e w
ith
 su
ch
 a 
noise? ”
“N
orw
ay, king, from
 thy hands, ”
 cried E
inar
4
注
.
　
この両者を比較すると、細かい描写を除いてほぼ直訳であるこ
とが分かる。それにもかかわらず、寅彦の日本語文が、原文のリズムに対応した緊張したリズムを保っていることに注目すべきだろう。　
オラフ・トリグヴェソンの物語は、連戦連勝を続けて、ほぼノ
ルウェーの統一を成し遂げ 王が、その最後に戦いの中で陥穽陥って、落命する模様を描いている。王の比類ない射手エーナールの弓に、敵の射た矢が命中 、音をたてて折れ落ちる。そ 音が何の音かを尋ねる王に、射手は、それは によるノルウェーの統一という望みが失われた音だと応えるのであ　
この場面の引用は、執筆時の前年末の吐血という出来事に際し
て、寅彦が感じていた、ある挫折の思いを表してい だろう。　
前節で見たように、寅彦 父利正が望んだ道を着実に進み、
留学を終え 学位を取得し、帝国大学教授 地位 得、大正六年には、 士院恩賜賞も授与されている。もちろんそれらは 寅彦自身も願ったキャリアであった。 かし、このキャリアを進む中で、一方で寅彦が望んでいた、寅彦の内面の表現である「文学」への思いは、表現できなくなっていた。　
このオラフ王の最後の戦いの場面で、 「何が失われたのか」と
尋ねる王に、失われたのは、ノルウェーの 王が目指した最終目標への道筋だとの答えが返る。この文 読む寅彦 気持
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ちに、この直截な答えは、自らが目指してきた表のキャリアの道筋が崩れ去ったという思いとして受け取られたのではないか。　
それまでひたすら目指してきた、キャリアへの道が病によって
中断すること、それはやはり寅彦に っ 一つの挫折として感じられただろう。しかし同時にそれは自らを縛り付 てきた父親の意志からの解放でもあったのではな か。そのことが、翌年の元旦の『日記』の思いきった表現に表わされて るだろう。 『日記』によると、正月 三日には 母親 大学を辞めたいと相談し、 「それがいいだろう」との答えを得て、急に母が らく思えてきたと している。結局、師 ある田丸氏ら 働き けによって自宅での研修が認められることになる 寅彦の辞職の思いはかなり強いも だったろう。　
この「春寒」という作品の主軸を構成しているのは、時間軸で
はない。布団にやすみながら物語を読む、寅彦の想像力と同時現実の聴覚に二つながら響き渡る「音」 音楽とが作品を導く主軸の役割を果たしている。　
この作品で寅彦は、やすみながら物語を読む自らの耳に同時
に、離れた座敷で長女の貞子が弾くピアノのメロディが聞 えていたことを記している。
　
私がこの物語を読んでいた時に、離れた座敷で長女がピアノ
の練習をやっているのが聞こえていた。そのころ習い始めたメンデルスゾーンの「春の歌」の、左手でひく低音のほうを繰り返し繰り返しさらっていた。八分 一の低音の次に八分の一の休止があってその次に急速に駆け上 る飾音のついた八分 一が来る。そこでペダルが終わって八分の一 休止 あとにまた同じような律動が される
5
注
。
　
長女の貞子は、寅彦の最初の妻であった夏子の残した遺児であ
り、誕生以来ずっと、寅彦の母、亀が育ててきた。大正二年祖父の利正の死去に伴って寅彦は、母、亀と貞子を東京の自宅に引き取った。寛子の産んだ他の四人の子どもとは別に、寅彦は、ずっと貞子とその祖母に一室を与えて一緒に暮らさせていたようである。貞子は明治三四年（
1901 ）の生まれだから、東京に引き取ら
れた大正三年には十 才になっていた。すでに、高知の女学校に入学していた のために寅彦は伝手 求め 私立の三輪田校に転 させている。同時に、貞子にピアノ演奏の指導を受けさせることにし、住居の近い弘田龍太郎 やはり知人の紹介を得て依頼した。ピアノは、父利正が、死の前年に上京した際に買い与えたものである。
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その日、貞子が弾いていたのは、メンデルスゾーンの「無語
歌」の中の「春の歌」 、その低音部の上下する部分を繰り返し練習していた。そのメロディは寅彦の耳に、次のように響いた。
　
この美しい音楽の波は、私が読んでいる千年前の船戦の幻像
の背景のようになって絶え間なくつづ 行った。音が上がって行く時に私の感情は緊張して戦の波も高まって行った。音楽の波が下がって行く時 戦もゆるむように思われた。投げ槍や斧をふるう勇士が、皆音楽 拍子を合わせているように思われた。そして勇ましいこの戦 幻は一種の名状し難い、はかない、うら悲 い心持ちのかすみの奥に動いているのであった
6
注
。
　
ここに描かれているのは、現実 ピアノによる演奏の音楽と、
寅彦の読書によって励起された想像力が齎す物語の中の戦いの響きの二つ 感覚が同時に寅彦によって感受されている状態、一つになった共感覚（シナジー）の経験である。 「春寒」というこ作品 おいて、寅彦が表現したかったのは、このシナジーの感覚をその時、確かに感じ、自らによって生きられていたというこだろう。
四、 「春寒」の音楽としての構成
　「春寒」には、音楽が描かれただけではない。作品としての構成自体に、楽曲としての構成が意図されている。　オラフ・トリグヴェソンの船いくさのエピソードに続いて、寅
彦はその翌日、同じ
H
eim
skringla から、もう一人の王、ノル
ウェーを最終的に統一してキリスト教世界として後にセント・オラーフと称された王の一代記を読む自らの姿を記 いる。この場合も、王は全盛の勢いから 敗地にまみれるが、そこからわずかな手勢だけをつれてノルウェー 再び攻め込 、スチクレスタードの野の決戦に臨む。寅彦は 次のよう 引用している。
　
戦は王に不利であった。……王はトーレ・フンドに切りつけ
たが、魔法の上着は切れなかった。そしてトーレの着たとなかいの皮からぱっと塵が飛び散った。王は将軍のビオルン（熊）に「鋼鉄の みつけないこの犬（フンド）はお前が仕止めてくれ」と言った。ビオルンは斧をふるってその背を鎚にして敵の肩を打つ フンドはよろめいて倒れんとした。トールスタイン・クナーレスメドは斧で王を撃って左 ひざの上を切り込んだ。……王がよろめき倒れてかたわらの石によりかかり、神の
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助けを祈っているところへ敵将が来て首と腹を傷つけた。　
戦が終わってトーレ・フンドは王の死骸を地上に延ばして上
着を掛けた。そして顔の血潮をぬぐって見ると頬は紅 帯びて世にも美しい顔ばせに見えた。王の血がフンドの指の間を伝い上って彼の傷へ届いたと思うと、傷は見るまに癒合して包帯しなくてもよいくらいになった。……王の遺骸はそれから後もさまざまの奇蹟を現わすのであ
7
注
。
　
寅彦は、このシーンの背景にも、前日と同じ、メンデルスゾー
ンの「春の歌」の低音部のメロディを配している。
　
私がこのセント・オラーフの最期の顛末を読んだ日に、偶然
にも長女が前日と同じ曲の練習をしていた。そ て同じ低音部だけを繰り返し繰り返しさらっていた。その音楽の布 て行く地盤の上 、遠い昔の北国の曠い野の戦いが進行して行った。同じようにはかないうら悲しい心持ちに、今度は何かしら神秘的な気分が加わっているのであった。　
忠義なハルメソンとその子が王の柩を船底に隠し、石ころを
つめたにせの柩を上に飾 、フィヨルドの波をこぎ下る光景がありあり目に浮かんだ、そうしてこ 音楽の律動が櫂 拍子
を取って行くように思われた
8
注
。
　「春寒」は、このように、二つのエピソードを、繰り返しの形式で並列し、しかも内容的には異なる物語を配している。それは、西洋音楽における「
A
 / A
′ 」という繰り返しの形式に対応
した構成を採っていると見ることができる。寅彦のこの作品における音楽へのこだわりは、次のように、作品の末尾まで一貫して現実のピアノの演奏と、寅彦自身 想像力の奏で 音楽と 共感覚とを記すのである。
　
その後にも長女は時々同じ曲の練習をしていた。右手のほう
でひいているメロディだけを聞くとそれは前から耳慣れた「春の歌」であるが、どうかして左手ばかりの練習をしているのを幾間か隔てた床の中で聞いていると、不思議に前の書中の幻影が頭の中によみがえって来て船戦の光景や、セント・オラーフの奇蹟が 度となく現われ は消え、消えては現われた。そして音 高低や弛張 つれて私 情緒も波のように動いて行った。異国 遠い昔に対するあくが の心持ちや、英雄の運命の末をはかなむような心持ちや、そう言ったようなものが、なんとなく春の怨を訴えるような「無語歌」と一つにとけ合って流
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れ漂って行くのであった
9
注
。
　
そして最後に「そして今 もこの曲を聞くと、蒲団の外に出し
て書物をささえた私の指先に、しみじみしみ込むようであった春寒をも思い出すのであ
る
注注
注
」という表現で、この作品で唯一「春
寒」という季語 記して作品を閉じている。　
このように、大正九年一月に『渋柿』に掲載され 作品「春
寒」は、前年までの、時間的あるいは空間的隣接に基づく構成を採る作品と異なり、音楽楽曲としての構成 意図して採用し、かつ、内容においても現実の音 と想像された音楽的響きとの共感覚を主題としている。　
また執筆された時期においても の春と推定される記
述される当の事象が経験された時点から、ある時間を置いた時点（大正九年の十一月）に、自らの体験の全体を見渡す視点で回顧して描かれているという点で 寅彦にとって 新しい「表現形式」を生み出した作品と言えるの はないだろうか。
五、 「春六題」と「田園雑感」
　
大正十年の前半は、前年に引き続いて授業を免除され自宅での
研修が認められた状態で、一方では、物理学の基礎の研究に取
組み、後に遺稿『物理学原理』として残される原稿の執筆を開始していたが、同時に、多数の「随筆」作品の執筆を引き受け、発表していっ 時期である。それらの中で、 「春寒」の音楽的形式の他にも寅彦は自らの「随筆」として価値があると考える独自な形式を、複数、生み出していった。同年四月に『新文学』に掲載した「春六題」と 七月に『中央公論』に発表した「田園雑感は、昭和十年 死去に至るまで続く自らの随筆のスタイルを確立した作品と言えるだろう。　
この二作品はともに「一」から「六」までの数字だけの節題の
六つの節から構成され、かつ発想のきっかけになった出来事を、作品の末尾に記すという構成によって、意外とも思える読後感を読者に与えることに成功している。　「春六題」は、この年『文章世界』から改題した雑誌『新小説』が、 「春」という特集を組むということで依頼され引き受 た随筆作品である。この年、アルバート・アインシュタイン（
A
lbert 
E
instein, 1879-1955 ）が光量子仮説に基づく光電効果の理論的
解明によってノーベル物理学賞を受賞する 出来事があり、ノーベル賞自体は、当時まだ議論があった相対性理論に対してではなく別の業績に与えられたのだが、彼 提唱 「相対性理論」が世界的な話題になっていた。雑誌側は、 の点を解説して
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もらうことも意図して、寅彦に執筆を依頼したのだろう。寅彦もそのことを受けて「一」のはじめ 次のように述べている。
　
近ごろ、アインシュタインの研究によってニュートンの力学
が根底から打ちこわされた、というような話が世界じゅうで持てはやされている。 れがこういう場合にお定まりであるよにいろいろに誤解され訛伝されている。今にも太陽系の平衡が破れでもするように、またりんご 地面から天上 向かって落下する事 でもなるように考える人もありそうである
注注
注
。
　
しかし、この作品の意図はそ した点にはない。寅彦が「一」
で述べるのは、宇宙を支配する物理法則の恒常性である。 「暦の上の季節はいつでも天文学者の計画したとおりに進行して行
く
注注
注
」
のである。　
寅彦が、この作品で取り上げるのは、むし 、そのように恒常
的であるはずの季節の進行が、その中で暮らす私たちには、まことに不規則に感じられるという経験的事実 ある。 「二」の冒頭で、寅彦は「暦の上の春と、気候 春とは、ある意味では没交渉である
注注
注
」と言う。暦の上の春は、太陽と地球が一定の位置関係に
なることを言うが、それは月 平均気温がある温度にな ことを
意味するものの、同時に周期的、不定期的な異同を伴っていて、そうした平均気温 日はむしろまれだからである。　
科学で言う法則性は、厳密な数式で表現されるような恒常性を
保っているが、それが経験されるレベルでは 必ず大小の「ずれ」を伴っているということ、このことは、実験室の中だけでなく、早くから地球物理学者として海洋や地殻の実際の観測に取り組んだ寅彦にとっては、自明なことであった。科学 いう法則性が、必ずある誤差、 「ずれ」 （
fluctuation ）を伴っているというこ
の論点は、寅彦が自然を見る上での基底的認識であ　
以上の自然の「法則性」と「ずれ」の必然性の対立を確認した
後で、寅彦は、春をもたらす生命の仕組みに視線を向ける。 「三」では、冬の間に植物の内部で確実に春 準備 進行している とを述べ、 「四」では、時 経過を縮めて見せ 映画像によって、植物が動物と同様に運動 成長するさまを見た時の驚きを記 。その上で「五」では、科学が生命 物理学的な解明に向かわなければならないことを述べ そ ような生命の物理的説 ということから本当 宗教も芸術も生まれなければならないと述べる。　
以上の、アインシュタインの相対論から生命 科学的解明の展
望への議論を背景として、 「六」で 次のような光景を描き出すのである。
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ある日二階の縁側に立って南から西の空に浮かぶ雲をながめ
ていた。上層の風は西から東へ流れているらしく、それが地形の影響を受けて上方に吹きあがる所には雲ができてそこに固定しへばりつ ているらしかった。磁石とコンパス これらの雲のおおよその方角と高度を測って、そして雲の高さを仮定 て算出したその位置を地図の上に当た てみると、西 甲武信岳から富士箱根や伊豆 連山の上にかか た雲を一つ一つ指摘する事ができた。 （中略）　
高層の風が空中に描き出した関東の地形図を裏から見上げる
のは不思議な見物であった。その雲の国に徂徠する天人の生活を夢想しながら、なおはるかな南 地平線をながめた時に私目は予想しなかったある にぶつかった。　
 それははるかなはるかな太平洋の上におおっている積雲の
堤であった。典型的 もくもくと盛り上がったまるい頭 並べてすきまもなく並び立っていた。都会の上に広がる濁った空気を透して見るのでそれが妙な赤茶け たたかい色をしていた。それはもうどうしても冬 雲ではなくて、春から夏の空を飾るべきものであった
注注
注
。
　
新築した自宅の二階から見える春の空に浮かぶ雲の、そして遥
かに望める夏の雲の遠景を目にした驚きがこの「春六題」という随筆の発想の起点だろう。それを最後に提示してこの作品を終えている。この「春六題」という作品は、寅彦が、科学読み物あるいは科学論としてしか論じなかった科学上の話題を 「随筆」という自らが選択した形式 ジャンルに取り込んだことに大きな意味がある。大正八年までは、文学と芸術を目指す寅彦と、科学に取り組む理科大学の教授である寅彦の二人がい 。この「春六題」以後には、 学のあり方を含めて、自らの「随筆」 素材して描き出す寅彦 すなわち「吉村冬彦」という筆名の著者が一人いるだけとなった。この年 翌々年 大正十一年には、寅彦代表する科学随筆「電車の混雑について」が、岩波書店の『思想』に「吉村冬彦」の名で発表されて る。　
また、 「田園雑感」では、 「一」で、都会と田舎とどちらが暮ら
しやすいかとの問いから始めて、自分は都会の人々の互い 無関心なあり方を採るとし、その理由 して、 「二」で、田舎の村暮らしが、いかに強い強制力をもって人を縛るかを言う。しかし、 「三」で、そうではあるが、子ども時代を思い出 と、田舎の自然の美しさ懐かしさに惹かれると述べる。ここまでは、平坦な論理的論述によって構成 れているが 「四 で、田舎 盆踊り」の追憶が呼び出 れ 最初の妻、夏子の思い出が引き出されると、論旨は急に一転する。盆踊り 続 て、 「五」では そ
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の時点で急速に失われつつある、農村の伝統的な祭礼である、朝倉村 行事「虫送り」がリズムだけを記した楽譜とともに提示され、そこから、この作品の執筆時点では すでに行われ くなってしまった冬 刈田 行われる朝倉村の祭礼の詳細な記述が され、この祭が、近代の教育を受けた青年たちに なぜそのような行為が行われなければな ない か納得できないよう 非合理な形式の祭礼であることが述べ れる。そして、最後に「六」で、実は、それこそが 作品の考察 起点である、この年に話題になっていた「大本教事件（第一次） 」に言及さ いる。　
この事件では、大本教の二代教主の夫である出口王仁三郎が大
正十年二月に検挙されるが、裁判が続く中で、大正天皇の崩御による大赦で免訴される。しかし そ 後 大本教 勢いは らに拡大し、やがて「第二次大本教事件」 （昭和十年）時 検挙で徹底的な弾圧を受けること な その最後の節で寅彦はつぎのように述べる。
　
簡単な言葉と理屈で手早くだれにもわかるように説明のでき
る事ばかりが、文明の陳列棚に美々しく並べられた。そうでないものは塵塚に捨てられ、存在をさえ否定された。それと共に無意味の中に潜んだ重大な意味の可能性は葬られてしまうので
ある。幾千年来伝わった民族固有の文化の中から常に新しいものを取り出して、新しくそれを展開させる人はどこにもなかった
注注
注
。
　
寅彦の意図は、本来あった伝統文化が失われる時、それに替
わって分かりやすいが本当の意味を持たない擬似的な文化に覆われるということであるが、この指摘は寅彦の父親もその推進者だった近代の天皇制への批判をも含んでいることに寅彦はおそらく気付いていたろう。とはいえ、一九一〇年の「大逆事件」後の体制批判の思想に対する厳しい視線が向けられて 時点で、のような を正面から主題化する意図は、寅彦に ない。　
この作品における寅彦の意図は、むしろ「四」の中に手書きの
楽譜で掲げられた「虫送り」の太鼓のリズムの提示にある。確かに都会の互いに無関心な人間関係は新しい快適さをもたらした。しかしそこには本来、人々が生きていた生活 が失われている。 「田園雑感」もまた、 春寒」に続く、音楽的随筆として、近代化ととも 失われつつあった「田園の音楽」へのレクイエムだったように思われる。　「春六題」で、寅彦は、植物を含め生命が私たちの生きる世界に生み出す根源的なリズムの存在を指摘し 。 田園雑感 では、
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そこに生きる人々の生活が織り成す生活のリズムが、 「近代」という時代 あって、根本的に変容しようとしているさまを描いているよ に見える。本来、そうした生命世界のリズムと同期して営まれて た人間の生活があった。近代以前の農村で営まれていた伝統的な文化は、長い間かかって形成されたそ ような生活の様式だろう。しかし、明治期を経て、この時代、それが大きく変わろうとしていた。寅彦 そうした時代を見つめ 伝統的な生活の価値を確認しながらも、 れが失われ行く との必然性を受け入れ、自ら新しい、しか 生命の根源的なリズムに寄り添った生活様式を創り出して行こうとしているように見える。
六、寅彦随筆の成立
　「田園雑感」を同じ年の春に執筆された「春六題」とともに読むと、そこには「生命」の本質をなす「生命のリズム」への視線
が見える。宇宙という物理的世界の法則性は、数式で表される恒常性を示す だが、そこには必ず大小の「ずれ」 （
fluctuation ）
があって、それが生命をこの世界にもたらしている基本に違いないと寅彦は見ていた。　
寅彦が吐血する前年、大正七年に、本郷区曙町に寅彦が庭をも
つ自宅を新築したことは、この時代 考える場合に象徴的である。それまで、そのあたりは江戸時代の旗本屋敷が立ち並ん いて、人々は、その間の狭い路地の町屋に住んで た。寅彦が何回か移り住んだ貸家もそのような場所にあった。それらの屋敷がこの大正期に整理されて分譲され、寅彦 ある大きさ 土地を入手した である
注注
注
。この状況は、この時期が明治以前の近世の社会が
解体されて、近代の生活が言わばゼロから作り上げら るだった。　「田園雑感」で描かれているように、農村地域では、それまでの社会が解体され近代が荒々しく入り込んでくる時代だ た。同時に都市の周囲では、新たな生活圏が形成さ る時代でも っのである。寺田寅彦は、こうした時 あって、新しい都会人の生活空間と生活スタイルを創っていった、時代に先行する人物だった。少し後だが、志村に別荘を建 昭和期 は、自動車を運転している。そのような寅彦が、自らの生活の支柱とし 選ん
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だのが、西洋音楽だったと考える。　「春寒」に関連して述べたように、曙町に新築した家で、長女の貞子のピアノの教師を近所に住む弘田龍太郎に依頼したが、やがて弘田家とは家どうしの交際をもつようになり、寅彦自身、龍太郎に音楽を習うようになる。　寅彦は第五高等学校の教室で、初代の「バイオリンを弾く物理
学者」である物理学の師、田丸卓郎の弾くバイオリンの音色に魅せられて西洋音楽 触れたのだった 曙町の自宅を建てて以後、チョロを習い、ピアノとバイオリンのメンバーを得て「博士トリオ」の練習に励むなど、西洋音楽に対する打ち込みようは尋常でないレベルのものだった
注注
注
。現在、高知県立文学館の「寺田寅
彦記念室に展示されているチェロやバイオリンがその様子を伝えている。　
大正十年の前半に寅彦が発表した「春寒」 「春六題」 「田園雑感」
の三篇の随筆は、前年の時間的空間的隣接に基づく習作 時期を経て、自ら 発想を 一度、客観 に見直し、再構成するとい手法を得た寅彦が到達した、新たな文学表現の形式だったと考える。その中で 生命 基本的律動を 西洋音楽のあり方 おいてとらえ、自らの文学表現に取り込むことが、大きな意味をもって寅彦を主導していたように思われ のである。
注
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5 『寺田寅彦全集』第三巻、 「春寒」 、四三頁。
注
6 
同右。
注
7 『寺田寅彦全集』第三巻、 「春寒」 、四五頁。
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8 『寺田寅彦全集』第三巻、 「春寒」 、四五─四六頁。
注
9 『寺田寅彦全集』第三巻、 「春寒」 、四六頁。
注
10 
同右。
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11 『寺田寅彦全集』第二巻、 「春六題」 、一二八頁。
注
12 
同右。
注
13 『寺田寅彦全集』第二巻、 「春六題」 、一 〇頁。
注
14 『寺田寅彦全集』第二巻、 「春六題」 、一 七頁。
注
15 『寺田寅彦全集』第三巻、 「 園雑感」 、七二─ 頁。
注
16 
山田一郎『寺田寅彦
　
妻たちの歳月』岩波書店、
2006 、二〇三頁。
注
17 
末延芳晴『バイオリンを弾く物理学者』平凡社、
2009 、二四 ─二四
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